
保険と公費の金額が異なるケースの編集方法について 

給管帳クラウドでは、保険と公費の金額が異なる場合は配慮措置の計算に対応しておりませんので、手計算後に編集

を行っていただくことになります。 

計算方法 

事例 このケースの場合、負担金額の保険が正しく計算されません。 

 

月途中で 54公費 

総医療費 90940 円 

 

保険単独  47190 円※配慮措置あり 

保険・難病 43750 円※配慮措置無し 

 

保険単独 

47190 円×0.8＝37752 円・・・後期 

47190 円×0.2＝9438 円 

配慮措置の計算 

6000 円+（47190 円-30000 円）×0.1＝7719 円・・・患者 負担金額① 

9438 円-7719 円＝1719 円 高額療養費（配慮措置）・・・後期 

 

保険・難病 

43750 円×0.8＝35000 円・・・後期 

43750 円×0.2＝8750 円 負担金額② 

5000 円 難病公費患者負担額・・・患者 

8750 円-5000 円＝3750 円・・・難病 

 

 

後期   74471 円 

難病公費 3750 円 

患者   12719 円 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

合計   90940 円 

 

◆明細書の編集箇所◆ 

負担金額 

保険  16469 円・・・（負担金額①+②）※内訳として負担額②を（）内に手入力（8750） 

公費  5000 円 

 

 

 

 

 



 

計算後、給管帳クラウドで編集を行います。 

実績集計後、[訪問看護療養費明細書]から利用者一覧画面を表示します。 

 

 

 

 

①編集したい行を選択し、[選択]ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②負担金額を編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

③計算した金額「16469」円を入力し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④[登録]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤[OK]を押します。 

 

 



 

 

⑥編集が終わったら、訪問看護療養費明細書を印刷します。 

公費分の内訳として（）内に 8750 を手書きします。 

 

 

 

 

 


